
　　　　

令和8 年 3 月 16 日
16

8 時 30 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・利用者の人権さらに利用者とその家族のあたりまえの生活を守ります。
・障がいのある方々の人生の“伴走者”でありたい。

事業所名 仙台市なのはなホーム 作成日支援プログラム（参考様式）

・楽しめるあそびを通して周りへの興味・関心を広げ，自分から行動できるように取り組みます。

・相手に自分の気持ちを伝えたり，誘いに応じたりなどコミュニケーションの力を育みます。

・ルールのあるあそびやごっこあそびなどを通して、人間関係や社会性を育みます。
・遊びの中で、保育者や友だちと関り協力することや順番を守るなどいろいろな経験ができるよう取り組みます。

支援方針

・子ども一人ひとりの力を十分に引き出し、豊かな人間形成を促す療育を行います。
・保護者との信頼関係を築き、子どもの発達の共通理解を深めて一緒に子育てにあたります。
・地域や他機関と連携し、子どもと家族が豊かに地域で生活できるように取り組みます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・入園式　　・遠足　　・夏まつり　　・年長児お泊り保育　　・温水プール　　・運動会　　・芋煮会　　・保護者参観　　・クリスマス会
・卒園式　　・内科健診　・歯科健診

（別添資料１）

家族支援
・保護者の願いや思いを受け止め，気持ちに寄り添い支援していきます。
・保護者やきょうだいのことも含め、家族の悩みを共有し支援していきます。
・地域の中で豊かな生活が送れるよう、子育て支援を行います。

移行支援
・進路についての相談援助や準備支援を行います。
・次の進路先への情報共有や連携調整を行います。

地域支援・地域連携
・地域の他機関と連携を行いながら、地域の障害児者の福祉の向上を目指し
　取り組みます。
・他機関と連携を図り、将来を見通した自立支援システム作りをすすめます。

職員の質の向上
・外部研修や内部研修を通して自己研鑽に努めます。
・子どもの姿から学び、実践を深めます。

支　援　内　容

・生活のリズムを整えながら身体づくりを行います。
・子どもの発達に合わせて、食事・排泄・着脱など基本的生活習慣を身に付けられるように取り組みます。

・運動あそびを通して、基礎的な姿勢と運動の基本的能力の向上に取り組みます。
・遊びを通して、いろいろな感覚を十分に活用できるように取り組みます。
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